
＜圏域内の市町村による取組事例＞

在宅医療・介護連携推進事業「重点目標別：専門部会」の設置について 新ひだか町

＜取組の背景＞
当町の在宅医療・介護連携に係るニーズ調査を、関係機関に実施。その結果を在宅医療・介護連携推

進委員会にて共有・分析の結果、以下、４ニーズが高いと判断するに至った。
１．在宅での看取りのあり方
２．認知症高齢者の支援体制の構築
３．事業継続計画のあり方
４．医療・介護人材確保対策

＜取組の内容＞
在宅医療・介護連携推進委員会として、上記４カテゴリーを在宅医療・介護連携推進事業の重点目

標とし、課題別の専門部会を設置した。

＜工夫している点＞
全委員が専門部会の部会員として参画
その他、部会内容に応じて、各専門団体・専門職が参画し、議論を行う。

＜実感している効果＞
明確となった課題によって、必要な団体・職種により効果的な検討が図られている。

執筆協力：新ひだか町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

高齢者の一般介護予防事業について（地域支援事業） 浦河町

＜取組の背景＞
当町は平成13年より介護予防センターを設立し、介護予防事業に取り組んできた。
介護予防センターは送迎と自家用車での通いを行い、体力向上、認知力向上等プログラムに取り組んで

いる。

＜取組の内容＞
令和３年に新たに体力アップ推進事業を実施し、町内ショッピングセンター内で利用申請なしでも誰でも

参加できるプログラムを実施したことにより、施設での時間に縛られたメニューのみではなく、買い物のついでに
参加できる自由な選択ができるようになった。
これにより予防センターとショッピングセンターでのプログラムの差別化を図っている。

＜工夫している点＞
町内ショッピングセンター内での開催時には、事業終了後にカフェを開催し、子どもから高齢者まで誰でも

気軽に立ち寄れ、参加できるよう工夫している。

＜実感している効果＞
利用者が自己決定により、自分のメニューにあったプログラムに参加でき、体力維持・向上に繋がっている。
また、利用者達の交流などから生きがいにも繋がっていると考える。

執筆協力：浦河町地域包括支援センター

＜運動の様子＞

＜事業終了後のカフェ＞
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

地域会議の場を活用し、町の防災計画とマッチングさせてBCP作成を目指す えりも町
（医療と介護の連携、多職種連携の推進を図る）

＜取組の背景＞
令和6年までに作成を義務付けられているBCPについて、町直営の居宅介護支援事業所、地域包括支

援センターで作成方法について検討。作成状況について医療機関、介護事業所に確認し情報収集を行
う。
その中で、災害時の被害の想定や避難場所、設備や備蓄など町の体制について相互に不明確なことが

明らかになった。
今回、町の防災計画の見直し時期と重なっており、町の防災担当課を巻き込んで、ハザードマップの学習

も含め相互に確認しあい作成できることが効果的と判断し、地域ケア会議の場を活用して取り組むことに決
定した。

＜取組の内容＞
7月の地域ケア会議で「BCP作成」の概要の説明を行い、次回は防災担当にハザードマップや避難所、

備蓄等を地域ケア会議で説明し、相互に確認する場を設ける。
各事業所や関係機関と災害時に連携や協力できるよう、共有化を図り、3月までにBCP作成を目指すし

ていく。

＜工夫している点＞
地域ケア会議の構成員として、町内の介護事業所、医療機関の担当者が参集範囲となっており、その場

に防災担当も加えて、町全体の平常時の準備から災害時の対応について、想定できるように配慮。

＜実感している効果＞
現在、進行している途中。各事業所から実際の災害時を想定した質疑もでてきており、会議の場で確認

することで対応が明確化されることを期待。
執筆協力：えりも町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

ちょこっとした「困りごと相談」窓口を通じた住民同士による高齢者生活支援システ 美深町
ムの構築

＜取組の背景＞
美深町は、上川北部の稚内市と旭川市のほぼ中間に位置し、冬の気温はマイナス30度を下回り、夏は

30度を超えることもある内陸性の気候で豪雪地帯の指定を受けている。また、「チョウザメとキャビアのまち」と
しても知られており、総人口は3,860人、うち75歳以上人口は952人（24.7%）となっており、住民のほ
ぼ4人に1人が75歳以上の方となっている。（R5.1.1現在住民基本台帳より）
本町においては、住民の高齢化の進行により、高齢者のちょっとした困りごとに対するニーズが増えていくこと

が従前から想定されていたが、住民の減少もあいまって様々な分野で担い手不足が課題となっており、住民
の自発的な参加をどのように仕掛けるかが大きな課題となっていた。
そこで、まずは地域住民による有償のたすけあいによる、高齢者の日常生活でのちょこっとした困りごとを気

軽に相談できるシステムを構築する、この「ちょこっと」が大切と考え、町社会福祉協議会や生活支援コーディ
ネーターが中心となり、まずは動いてみようということになった。

＜取組の内容＞
簡単な力仕事、継続しない家事のお手伝い、話し相手など、高齢者の「ちょこっとした」困りごとについて、

地域住民によるお助け人を募集し、お手伝いする仕組みを通じて、高齢者の生活を支援するための地域住
民同士の緩やかなつながり、横の連携、支え合いを構築している。
・ 利用料金は1回につき30分以内は300円、60分以内は600円で、時間×人数で計算
・ 訪問は、お助け人と社協の職員がペアを組んで2人で伺う

＜工夫している点＞
これまでになじみのない事業でもあったため、どうすれば分かりやすく説明できるかなどいろいろ工夫した。た

だ、周知が広がるにつれ、「安い何でも屋さん」と勘違いされることも増えてきたので、事業の目的についての説
明は十分気をつけて丁寧に行うようにしている。
また、当初チケット制で行っていたが、チケットを紛失する方がいたため、現在は現金徴収としている。

＜実感している効果＞
住民同士のつながりや関わりの輪がゆるやかではあるが広がっているほか、「心配ごとを一緒に解決の糸

口・方法を考えてくれる人、場所がある」、「困りごと相談＝わからない事を気軽に聞ける存在がある」というこ
とが、高齢者の日常生活において大きな安心感につながっていると感じている。

執筆協力：美深町

＜取組の様子＞
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

介護予防事業「開放型サロンあつまーる」 × リハビリ体操指導士による住民主 中富良野町
体の通いの場でのリハビリ体操の実施

＜取組の背景＞
本町は北海道のほぼ中央に位置し、富良野盆地の自然と景観に恵まれた小さな町であり、農業を中心

に発展し、お米、メロン、玉ねぎ、スイートコーンなど多くの農作物を栽培している。また、北海道のラベンダー
観光発祥の地としても知られており、全国的に有名な民営のラベンダー畑があるほか、「ラベンダー」が町花に
も選定されており、今ではラベンダー畑をはじめとする美しい自然景観を楽しみに年間約110万人が訪れてい
る。また、町の総人口は4,630人、うち65歳以上は1,710人（36.9%）、75歳以上は976人（21.1
%）となっている。（R5.1.1現在住民基本台帳より）
本町の介護認定の有病率を見ると、特に要介護３以上で脳梗塞と認知症が同規模市町村・道・全国

と比較して多く、その背景に高血圧があった。また、脳梗塞の発症をきっかけにリハビリが必要なケース、後遺
症により転倒転落への不安から閉じこもるケースが多いことも分かった。これを受けて、重症化予防・介護化
防止のため運動が必要な人が安全に運動を行う資源が地域に必要と考え、リハビリ体操指導士を養成し、
住民の身近な場所で運動が行える資源の創設が必要と考えた。

＜取組の内容＞
本町では、持病のある方や要介護状態の方でも安全で効果的な運動ができるよう、理学療法士等から

知識や技術を学んだリハビリ体操指導士を養成した。また、養成された指導士がそれぞれの身近な地区の
住民主体の老人会やサロンで運動を行ってきた。令和4年度からは、社会福祉協議会に委託して行われて
いる、多世代の交流と活動を目的とした介護予防事業「開放型サロンあつまーる」とリハビリ体操指導士が協
力し、毎週月曜日に開放型サロンにてリハビリ体操を実施している。

＜工夫している点＞
・各種介護予防事業参加者が、事業終了後も運動できる機会として活用いただけるよう、情報提供や紹介
を行っている。
・地域ケア会議にて地域の介護事業所・医療スタッフへの情報提供や事例紹介を実施している。最近は
介護、医療専門職からの利用者への情報提供が始まっている。
・衛生部門とも連携し、高齢者の健診結果返却時の保健指導の場面で、地区担当の保健師や管理栄養
士から重症化予防・重度化防止のために運動の機会が必要な人へ、直接の情報提供を行っている。

＜実感している効果＞
・運動を通じた通いの場となっている。また、指導者と参加者双方の交流により、地域のサロンや老人会への
参加、他事業への参加のきっかけとなっている。
・介護保険の介護度別の件数割合を見ると、要介護３以上割合が平成30年から徐々に低下傾向
（36.1％→令和3年度33.4％※）である事から、各種介護予防事業の取り組みの一つとして効果を
感じている。（※KDBシステムより算出）

執筆協力：中富良野町

＜取組の様子＞
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

家庭奉仕員による独居、後期高齢世帯を中心とした安否確認・見守りサービス 小平町

＜取組の背景＞
高齢独居、後期高齢者世帯が増加し、子、孫が都会へ出ていく傾向にあり、地域での生活に不安を持っ

ている。
地域が広く、役場のある市街地から山間の地域へは、車で３０分程度かかる。

＜取組の内容＞
おおむね６５歳以上の独居、７５歳以上のみの世帯を中心に、介護サービスの利用の有無、日中の家

族の不在状況、及び健康状態等を考慮して対象を選定、家庭奉仕員が訪問している。２週間に１回～
月１回訪問、安否確認を行っている。
日常生活での困り事や介護相談、介護予防の普及啓発、役場への申請手続きの支援も行う。

※見守り支援計画表を作成の上、専門的な判断をもとに助言を行うほか、危険の早期発見や、必要なサ
ービスに結びつける、早期対応を目的としている。必要時は、家族や関係機関等への連絡を行う。
（町単費でヘルパー資格のある家庭奉仕員を会計年度任用職員として雇用）

＜工夫している点＞
対象者の訴えを否定せずによく聞き、信頼関係を築くようにしている。
職員での情報交換を随時のほかに定期的にも行い、気づきや不安を話し合えるようにしている。
必要時に関係機関への連絡をスムーズに行うようにしている。

＜実感している効果＞
疾患や認知症の初期の症状のうちに変化に気づきやすい。以前からの信頼関係ができているので、認知

症の方の支援の受け入れが比較的スムーズである。
介護サービスの資源が足りないため、サービス開始までにやや期間が必要なことが多いが、開始までの短期

間で軽微な支援を対応している。（家事、服薬確認等）
家庭奉仕員が介護認定調査員を兼ねているが、日ごろの関係ができており状況を把握しているため調査

がスムーズで、認定調査の内容にも日ごろの状況を反映できている。

執筆協力：小平町
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